
管理栄養士国家試験に係る都道府県等による
免許等照合書発行の廃止

令和５年６月
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● 管理栄養士国家試験の実施に当たっては、法令上は特段の規定がないにもかかわらず、

厚生労働省の通知に基づき、各都道府県（本庁及び保健所）等が受験者に対し、

受験願書に添付する「免許等照合書」の発行を行うことが求められている

現状

【参考】第37回管理栄養士国家試験 受験者数（R5.2.26実施）

・ 管理栄養士養成課程（新卒）：9,444名

・ 管理栄養士養成課程（既卒）：1,372名

・ 栄養士養成課程（既卒） ：5,535名

(出典：厚生労働省ＨＰ) 

2

1
3



支障事例

● 発行に当たっては、対面又は郵送により栄養士免許証（原本）等と免許等照合書の

記載内容を照合する必要があることから、受験者及び都道府県等双方において

大きな負担となっている

【参考】原本確認が必要な者(第37回管理栄養士国家試験受験者 R5.2.26実施)

・ 管理栄養士養成課程（既卒）：1,372名

・ 栄養士養成課程（既卒） ：5,535名

(出典：厚生労働省ＨＰ) 
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提案内容

国家試験である調理技術技能評価試験では、試験実施機関が受験者から

調理師免許証の写しを受領の上、受験資格に該当するかを確認していることから、

管理栄養士国家試験においても、試験を実施する厚生労働省が、

受験者から栄養士免許証の写しを受領の上、確認する。
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効果

● 受験者の国家試験受験申込に係る負担及び都道府県の事務負担が軽減される

新潟県では処理時間を約30時間削減

（約90件×20分）

全国では処理時間を約2,300時間削減

(約6,900件×20分）

※件数は、管理栄養士養成課程（既卒）及び栄養士養成課程（既卒）の受験者数。１件当たり20分で算定。
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【参考】厚生労働省通知
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